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勤
務
評
価
に
使
わ
れ
た
木
簡

考
課
(
毎
年
の
勤
務
評
価
)
に
使
わ
れ
た
木
簡
1

年
五
十
四

(
表
)
去
よ
従
八
位
下
村
令
氷
守
公
麻
呂

L

「
上
回
二
百
十
拡
稲
」

河
内
国
志
紀
郡

(
裏
)

ほ
ぼ
完
形
で
廃
棄
さ
れ
た
勤
務
評
価
抑
味
簡
ロ
律
令
制
に
基
づ
く
役
人
の

勤
務
評
価
に
は
、
毎
年
の
評
価
で
あ
る
考
課
(
単
に
「
考
」
と
も
か
日
)
と

そ
の
一
定
年
数
分
の
積
み
重
ね
に
よ
る
位
階
昇
進
の
評
価
で
あ
る
選
叙
(
単

に
L
漣
「
民
品
公
ヰ
の
三
種
調
印
か
ち
あ
川
、
九
」
れ
は
考
課
木
簡
の
例
。

村
合
氷
守
公
麻
呂
と
い
う
、
河
内
国
志
紀
郡
時
初
大
阪
府
藤
井
寺
市
、

及
び
八
尾
市
西
南
部
・
柏
原
市
西
部
の
一
部
)
に
本
貫
(
戸
籍
の
所
在
地
)

の
あ
る
五
十
四
歳
の
役
人
の
勤
務
評
価
用
の
個
人
カ
l
ド
ゆ
林
摘
。
村
合
氷

守
と
い
う
ウ
ジ
名
は
他
に
類
例
が
な
い
が
、
何
内
国
に
は
氷
連
と
い
う
氏

L
iし
よ
う
?

族
が
お
り
(
『
新
撰
姓
氏
録
』
)
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

「
去
上
」
は
去
年
の
評
価
が
三
段
階
評
価
(
上
・
中
・
下
)
の
上
等
だ
っ

た
こ
と
を
示
す
。
余
白
に
今
年
の
評
価
を
書
き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

※
本
解
説
シ

l
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た

結
果
、
既
報
告
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
四
』
二
一
七
九
五
号
。

以
下
、
官
四
三
七
九
五
の
よ
う
に
略
す
)

長
さ
二
九
二
皿
・
幅
三
O
皿
・
厚
さ
一

O
皿

O
一
五
型
式

こ
の
木
簡
の
場
合
は
、
今
年
の
上
日
(
出
勤
日
数
)
が
二
百
十
日
だ
っ
た
こ

と
が
追
記
さ
れ
た
だ
け
で
、
評
価
が
書
き
込
ま
れ
な
い
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
辺
の
事
情
は
定
か
で
は
な
い
。
上
日
数
と
同
筆
の
「
船

稲
」
や
、
通
常
書
か
れ
る
官
職
が
見
え
な
い
点
も
不
詳
。

勤
務
評
価
の
木
簡
は
側
面
に
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
は
順
序
を
固
定
し
て
紙
の
文
書
を
作
成
し
た
り
保
管
し
た
り
す
る
際

に
、
紐
を
通
し
て
つ
な
げ
て
使
う
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。
ー
の
孔
は
木
簡
の

上
端
か
ら
約
一
五
皿
の
位
置
に
あ
り
、
上
端
の
残
る
考
選
木
簡
の
中
で
は
位

置
が
や
や
高
い
。
径
は
約
四
時
裏
面
の
塁
線
は
、
木
簡
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
も
順
序
が
わ
か
る
よ
う
に
、
木
簡
の
裏
面
に
通
し
て
引
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
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2 

考
課
(
毎
年
の
勤
務
評
価
)
に
使
わ
れ
た
木
簡
の
断
片
1

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
三
一
七
九
九
)

会
不

従
八
位
上
若
円

長
さ
(
七
九
)
皿
・
幅
一
一
二
皿
・
厚
さ
九
皿

O
一
五
型
式

従
八
位
上
の
若
某
の
考
課
木
簡
の
断
片
。

2
1
4
は
、
側
面
に
あ
け
ら
れ

た
孔
が
表
面
に
出
か
け
て
き
て
、
削
っ
て
再
利
用
す
る
に
は
薄
く
な
り
過
ぎ

た
た
め
、
廃
棄
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
焼
け
火
箸
状
の
物
で
孔
を
あ
け
た
痕

跡
が
残
る
。

2
の
孔
は
上
端
か
ら
約
=
一
七
阻
の
位
置
に
あ
り
、
径
は
約
四
回
。

側
面
に
孔
を
も
っ

O
一
五
型
式
の
木
簡
の
断
片
は
、
ほ
と
ん
ど
が
孔
よ
り

上
部
の
断
片
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
下
部
は
ま
だ
他
の
用
途
の
木
簡
に

再
利
用
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
逆
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た
廃
棄
が

行
わ
れ
た
の
は
、
折
れ
や
す
い
孔
の
部
分
を
除
去
し
て
、
使
え
る
部
分
を
別

の
用
途
の
木
簡
に
再
利
用
す
る
た
め
だ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
去
不
」
は
、
出
仕
し
な
か
っ
た
か
、
出
勤
日
数
が
不
足
し
た
か
し
て
、

去
年
は
評
価
の
対
象
外
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
今
年
の
評
価
は
書
き
込
ま
れ

て
い
な
い
の
で
、
今
年
も
評
価
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

3 

考
課

(
毎
年
の
勤
務
評
価
)
に
使
わ
れ
た
木
簡
の
断
片
2

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
ー
一
二
八
O
八
)

去
上

〔
従
方
〕

口
円

「企」
(
今
上
方
)

長
さ
(
五
O
)
皿
・
幅
三
O
凹
・
厚
さ
七
皿

O
一
五
型
式

従
某
位
の
役
人
の
考
課
木
簡
の
断
片
。

2
や
4
と
同
様
に
孔
の
部
分
で
折

っ
て
廃
棄
し
た
も
の
で
、
焼
け
火
箸
状
の
物
で
孔
を
あ
け
た
痕
跡
が
残
る
。

孔
は
上
端
か
ら
約
四
七
皿
の
位
置
に
あ
り
、
径
は
約
五
皿
ロ

「
去
上
」
は
、
去
年
の
評
価
が
三
段
階
評
価
(
上
・
中
・
下
)
の
上
等
だ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
今
年
も
「
上
等
」
の
評
価
を
受
け
た
こ
と
が
追
記
さ
れ

て
い
る
。
「
今
上
」
は
、
「
今
」
と
「
上
」
を
組
み
合
わ
せ
た
記
号
状
の
書
き

方
を
し
て
い
る
。

4 

考
課

(
毎
年
の
勤
務
評
価
)
に
使
わ
れ
た
木
簡
の
断
片
3

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
=
一
八
O
四
)

去
不

長
さ
竺
二
一
)
皿
・
幅
一
二
皿
・
厚
さ
八
皿

O
一
一
止
型
式

考
課
木
簡
の
断
片
。

3
や
4
と
同
様
に
孔
の
部
分
で
折
っ
て
廃
棄
し
た
も

の
で
、
焼
け
火
箸
状
の
物
で
孔
を
あ
け
た
痕
跡
が
残
る
。
孔
は
上
端
か
ら
約

二
O
皿
の
位
置
に
あ
り
、
径
は
約
五
円

「
去
不
」
は
、
去
年
は
出
仕
し
な
か
っ
た
か
出
勤
日
数
不
足
か
で
、
評
価

の
対
象
外
と
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

1
・
2
と
同
様
に
今
年
の
評
価
の
記
載

が
な
く
、
今
年
も
評
価
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

5 

考
遺
木
簡
を
再
利
用
し
た
習
書
木
簡
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
六
八
五
一
九
)

〔
養
カ
〕

「
口
口
口
」
「
神
亀
五
年
麻
口
」

U
考
別
口
「
諸
国
郡
口
口
等
」
神
亀
口
年

〔

記

力

〕

〔

五

カ

〕

〔
鳴
力
〕

「
口
口
」

(
表
)
諸
円

(
裏
)

諾口[
カ楽L1
と二万暫撃
呂口 τ 
カ」

〕董
書

O
一
五
型
式

長
さ
三
三
=
一
凹
・
幅
二
一
一
皿
・
厚
さ
一
七
皿



3

上
端
か
ら
約
五
五
皿
の
位
置
の
側
面
に
、
径
約
五
皿
の
孔
が
穿
た
れ
て
い

る。

こ
う
も
ん
せ
ん
も
ん

「
考
別
記
」
は
、
式
部
省
に
集
め
ら
れ
た
諸
司
の
考
文
・
選
文
に
基
づ
い

て
、
考
目
録
・
選
目
録
・
選
別
記
と
と
も
に
作
成
さ
れ
る
紙
の
文
書
(
延
喜

式
部
省
式
下
考
問
条
)
。
丁
寧
な
糖
書
の
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、

裏
面
に
コ
二
番
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
式
部
省
で
十
番
に
分
け
て
行
わ

れ
た
考
課
の
事
務
処
理
過
程
に
お
い
て
、
木
簡
に
よ
る
考
別
記
が
O
一
五
型

式
の
木
簡
を
用
い
て
番
ご
と
に
作
成
さ
れ
、
そ
の
見
出
し
と
し
て
利
用
さ
れ

た
の
が
こ
の
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
カ
ー
ド
の
木
簡
で
は
な

い
が
、
そ
の
冒
頭
に
連
綴
さ
れ
た
木
簡
で
あ
ろ
う
。
側
面
に
穿
孔
の
あ
る
木

簡
を
用
い
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

五
カ
所
の
異
筆
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
の
習
書
で
、
「
神
亀
五
年
」
(
七
二

人
)
な
ど
考
別
記
の
本
来
の
記
載
に
基
づ
く
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

習
書
部
分
に
見
え
る
「
諸
国
郡
口
口
等
」
が
、
上
部
の
腐
蝕
し
て
読
め
な

い
部
分
に
元
々
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
習

書
も
木
簡
の
内
容
復
元
の
材
料
に
な
る
と
い
う
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。

6 

考
遅
木
簡
を
再
利
用
し
た
習
書
木
簡
2

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
四
六
九
四
)

省
式
部
省
牒

〔
政
カ
〕

(
裏
)
氏
部
省
移
口
「
口
口
」

〔
兵
部
ヵ
〕

長
さ
(
一
七
七
)
皿
・
幅
二
九
皿
・
厚
さ
一
七
皿

(
表
)
省
考
口

O
一
五
型
式

複
数
の
役
所
名
と
文
書
の
書
式
が
書
か
れ
た
習
書
木
簡
。
上
端
か
ら
約
五

四
皿
の
位
置
の
側
面
に
穿
孔
が
あ
り
、
元
々
は
考
選
木
簡
だ
っ
た
も
の
を
、

何
ら
か
の
理
由
で
使
わ
な
く
な
っ
た
あ
と
に
、
文
字
の
練
習
に
用
い
た
も
の

で
あ
る
。
孔
の
径
は
約
六

1
七
回
。
下
端
は
折
損
し
て
い
る
が
、
木
簡
の
側

面
が
残
っ
て
い
る
の
に
中
央
部
が
腐
蝕
し
て
陥
没
し
て
お
り
、
形
状
と
し
て

や
や
不
自
然
な
印
象
を
受
け
る
ロ

牒
は
本
来
は
役
人
個
人
の
上
申
文
書
や
、
寺
院
関
係
と
の
や
り
と
り
に
用

い
る
書
式
で
、
統
属
関
係
に
な
い
役
所
相
互
で
も
広
く
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、

移
は
平
行
の
対
等
関
係
に
あ
る
役
所
相
互
に
用
い
る
書
式
。
い
ず
れ
も
書
式

名
に
続
け
て
宛
先
を
記
す
の
が
普
通
だ
が
、
そ
れ
に
当
た
る
記
載
は
読
み
取

れ
な
い
ロ

E 

考
選
木
簡
の
削
屑
の
世
界

17 

考
遺
木
簡
の
長
太
な
剛
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
五
六
三
八
六
)

去
よ

年
サ
五

O
九
一
型
式

長
大
な
考
選
木
簡
の
削
屑
だ
が
、
木
簡
の
右
寄
り
の
部
分
し
か
残
っ
て
い

な
い
た
め
、
位
階
・
官
職
・
姓
名
の
部
分
を
読
み
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

「
去
上
」
は
去
年
の
評
価
が
三
段
階
評
価
(
上
・
中
・
下
)
の
う
ち
の
上

ほ
ん
が
ん
ち

等
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
。
「
年
廿
五
」
の
左
側
に
は
、
割
書
左
行
の
本
頁
地

(
本
籍
地
)
の
記
載
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

18 

考
温
木
簡
の
長
大
な
削
屠
2

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
玉
|
七
O
七
八
)

口留
者カ
従〕

i¥.. 

位
下
牟
牟
キL
公

童
〔鼠
周口口
力

O
九
一
型
式



4

り
ゅ
ラ
し
孟
ラ

「
留
省
」
は
、
主
人
(
本
主
)
の
高
戸
や
解
官
に
よ
っ
て
職
を
失
う
な

ど
比
吋

γ試
部
省
付
き
に
な
っ
て
い
る
資
人
(
従
者
)
。

牟
牟
礼
公
は
周
防
国
の
地
方
豪
族
で
、
割
書
左
行
の
本
貫
地
と
み
ら
れ
る

記
載
が
「
周
」
で
始
ま
る
こ
と
と
整
合
す
る
。
周
防
国
佐
波
郡
に
牟
々
礼
君

大
町
が
い
た
こ
と
が
、
天
平
十
年
(
七
三
人
)
度
の
周
防
国
正
税
帳
に
み
え

(
『
大
日
本
古
文
書
』
(
編
年
)
二
、
一
三

O
頁
)
、
ま
た
三
条
大
路
木
簡
に
、

同
郡
武
礼
郷
の
人
と
し
て
牟
々
礼
直
国
依
の
名
が
見
え
る
(
『
平
城
宮
発
掘

調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
三
、
三
人
頁
下
段
(
四
一
二
。
以
下
、
平
城
木
簡

概
報
二
一
一
|
三
人
下
〈
四
一
一
〉
の
よ
う
に
略
す
)
。

19 

考
遺
木
簡
の
官
職
部
分
の
削
屑
1

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
|
四
=
一
五
二

〔
費
入
力
〕

口
口
留
省
口

O
九
一
型
式

20 

考
還
木
簡
の
官
職
部
分
の
削
屠
2

(
一
一
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
七

O
一
三
)

内
匠

O
九
一
型
式

21 

考
遺
木
簡
の
官
職
部
分
の
削
屠
3

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
五
|
七

O
三
九
)

口
司
参
よ
エ
尤

O
九
一
型
式

22 

考
渥
木
簡
の
位
階
・
人
名
部
分
の
削
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
七
四
一
二

〔
八
位
上
勲
十
一
方
〕

円
U

口
口
口
口
口
口
等
下
村
主
浄
道

O
九
一
型
式

23 

考
週
木
簡
の
位
階
部
分
の
削
屠
1

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
七
三
三
三
)

尤
位

O
九
一
型
式

24 

考
週
木
簡
の
位
階
・
人
名
部
分
の
削
屠
Z

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
四
八
O
)

〔
臣
カ
〕

位
藤
原
朝
日

O
九
一
型
式

25 

考
温
木
簡
の
人
名
・
年
齢
・
本
貫
地
部
分
の
削
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
コ
一
九
四
二

え
人
一
一

O
九
一
型
式

26 

考
渥
木
簡
の
年
齢
部
分
の
削
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
四
O
七
一
一
)
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〔
年
カ
〕

口
五
十
五

O
九
一
型
式

27 

考
遇
木
簡
の
年
齢
・
本
貫
地
・
上
回
数
部
分
の
削
暦

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
一
二
九
四
六
)

ロニ
口
京

よ
口

O
九
一
型
式

28 

考
遅
木
簡
の
本
貫
地
部
分
の
削
屠
1

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
五
六
六
五

O
)

内
国
志
妃

O
九
一
型
式

「
志
紀
」
は
河
内
国
志
紀
郡
。
今
の
大
阪
府
藤
井
寺
市
、

南
部
・
柏
原
市
西
部
の
一
部
。

及
び
八
尾
市
西

29 

考
遺
木
簡
の
人
名
・
本
貫
地
部
分
の
削
屠
1

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
五
六
六
三
七
)

口
河
内
国
交
野
郡

O
九
一
型
式

河
内
国
交
野
郡
は
今
の
大
阪
府
交
野
市
、
及
び
枚
方
市
の
大
部
分
と
寝
屋

川
市
東
部
の
一
部
。

30 

考
渥
木
簡
の
上
回
数
部
分
の
削
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
=
一
九
一
二

上
回
三
百

O
九
一
型
式

31 

考
課
木
簡
の
前
年
評
価
部
分
の
削
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
コ
一
八
五
二

去
不
l

〔
大
方
〕

O
九
一
型
式

32 

考
課
木
簡
の
前
年
評
価
部
分
の
削
屑
2

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
=
一
八
二
八
)

会
中

O
九
一
型
式

33 

考
県
木
簡
の
今
年
の
評
価
部
分
の
削
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
コ
一
八
二
四
)

A、
マ
よ

O
九
一
型
式

34 

遺
叙
木
簡
の
考
の
年
数
部
分
の
削
屠
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
=
一
七
七
一
一
一
)

十
考

O
九
一
型
式



叙位の結果（略式）官職位階姓名

年齢
本貫地

考の年数通算出勤日数考の内訳

官職位階姓名

年齢
本貫地＋「人」

叙位の結果

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

今授外少初3
9

4
0

今正八上

四十九4
1

今従六

4
2

従七下

正八

4
3

前年の評価

今年の評価

官職位階姓名

年齢
本貫地出勤日数

1
9

留省従八位下牟牟礼公豊成周

1
8

1
7

内匠2
0

2
1

2
2

无位
2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

叙位の結果官職位階姓名年齢
本貫地
考の年数通算出勤日数考の内訳

官職位階姓名

年齢
本貫地＋「人」叙位の結果

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

今授外少初3
9

4
0

今正八上

四十九4
1

今従六

4
2

従七下

正八

4
3

（略式）

前年の評価

今年の評価

官職位階姓名年齢
本貫地出勤日数

1
9

留省従八位下牟牟礼公豊成周

1
8

1
7

内匠2
0

2
1

2
2

无位
2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
93
0

3
1

3
2

3
3

考課木簡

選叙木簡１

選叙木簡２

Ⅱ
章
の
削
屑
が
考
選
木
簡
の
ど
の
部
分
に
あ
た
る
か
、
模
式
的
に
示
し
た
。

な
お
、
官

職
・
位

階
・

姓
名
・
年

齢
・
本

貫
地

の
五

項
目

は
、
個

人
カ

ー
ド

と
し

て
の

勤
務

評
価

の
木

簡
に

共
通

す
る

記
載

事
項

で
あ

る
た

め
、
こ

の
部

分
の

み
で

は
考

課
・
選

叙
い

ず
れ

の
木

簡
の

削
屑

か
は

判
断

で
き

な
い

が
、

便
宜
上
、
考
課
木
簡
と
し
て
示
し
た
。

6
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35 

還
叙
木
簡
の
考
の
年
数
・
上
回
数
部
分
の
削
屠
1

合
=
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
一
二
七
七
七
)

六
考
日
口

O
九
一
型
式

36 

選
叙
木
簡
の
上
回
数
部
分
の
削
屠
1

合
=
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
五
|
六
五
一
三
)

日
一
千
三
百

O
九
一
型
式

37 

遺
叙
木
簡
の
考
の
肉
訳
部
分
の
削
屠
1

会
=
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
|
一
二
七
七
九
)

口

中上口
等等

O
九
一
型
式

38 

遇
叙
木
簡
の
年
齢
・
本
貫
地
・
昇
進
位
階
部
分
の
削
暦

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
一
二
七
九
一
一
)

口
口

国
宇
治
郡
人

A、
マ
口

O
九
一
型
式

う

じ

や

ま

し

ろ

宇
治
郡
は
山
背
国
宇
治
郡
(
今
の
京
都
市
東
南
部
と
宇
治
市
東
部
)
。

39 

遺
叙
木
簡
の
叙
位
の
昇
進
位
階
部
分
の
削
屑

(
一
一
一
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
六
二
六
六
)

〔
初
カ
〕

口
今
投
外
少
口

O
九
一
型
式

40 

遺
叙
木
簡
の
本
貫
地
部
分
の
削
屠
1

(
一
一
一
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四

O
一
七
)

口
園
水
内
郡
人

O
九
一
型
式

み

ず

う

ち

し

な

の

水
内
郡
は
信
濃
園
水
内
郡
(
今
の
長
野
県
上
水
内
郡
・
下
水
内
郡
付
近
)
。

41 

遺
叙
木
簡
の
昇
進
位
階

二 略
表式
補)
、と

S 年
D 盛会

四面
分。

(の
国削
土屠

宮
五

ノ、

七

今
正
八
よ

円

I
1
1
1
u

口
四
十
九

O
九
一
型
式

42 

遺
叙
木
簡
の
昇
進
位
階
(
略
式
)
部
分
の
削
屑
1

(
一
一
一
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
六
二
九
一
一
)

A
7
従
六

O
九
一
型
式

上
端
と
左
辺
は
原
形
を
留
め
る
。
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43 

還
叙
木
簡
の
昇
進
位
階
(
略
式
)
と
位
階
部
分
の
削
屑

(
一
二
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
六
三

O
四
)

〔
正
八
カ
〕

口
口

従
七
下

44 

O
九
一
型
式

『
省
符
』
と
年
紀
の
書
か
れ
た
削
屑
1

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
四
一
一
四
)

省
府

45 

年
紀
の
削
暦

雲
三
年
九
月

46 

「
景
品
芸
三
年
」

九
月
サ
ニ

O
九
一
型
式

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
四
一
四
O
)

O
九
一
型
式

特
別
の
叙
位
に
関
わ
る
削
屠
1

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
|
四
O
九
一
一
)

勅
投

O
九
一
型
式

47 

式
部
省
で
使
わ
れ
た
横
材
の
削
屠
1

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
官
四
|
四
二
四
三
)

令口
〔益弘:J

存〉何日

戸主体

手盆口

O
九
一
型
式

48 

式
部
省
で
使
わ
れ
た
横
材
の
削
屠
2

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
九

O
O
)

口

]

口
篠
弘
伊
[

O
九
一
型
式

E 

式
部
省
木
簡
の
広
が
り

113 

大
学
寮
か
ら
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
1

(
三
二
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
三
七
五
二

大
学
寮
解

中
宿
直
片，

悟
jき人

i三
信神従
買 護 六
i五景位
長雲よ
言四紀

一年暫
i¥. 匡

空月直
二叶人

主日

大
学
寮
が
上
級
官
司
の
式
部
省
に
対
し
、
宿
直
担
当
者
を
報
告
し
た
木
簡
。

大
学
寮
は
、
役
人
の
養
成
機
関
で
あ
る
大
学
を
管
轄
す
る
役
所
。
京
内
の
左

京
コ
一
条
一
坊
(
ま
た
は
右
京
三
条
一
坊
)
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
よ
う
じ
よ
う

宿
直
は
、
披
鋤
L

H
宿
)
と
日
勤

(
H
直
)
の
総
称
。
少
允
は
寮
の
第

三
等
官
。
紀
直
人
は
他
の
史
料
に
見
え
な
い
。
一
人
で
宿
直
し
た
と
は
考

え
に
く
い
か
ら
、
担
当
責
任
者
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

し
よ
う
と
〈

神
嘩
堤
雲
四
年
は
七
七

O
年

γ肌
月
四
日
に
称
徳
天
皇
が
亡
く
な
初
、
の

即
日
白
壁
王
が
立
太
子
(
後
の
光
仁
天
皇
)
、
一
七
日
に
称
徳
天
皇
を
高
野

山
陵
に
埋
葬
、
二
一
日
に
道
鏡
を
左
遷
、
と
い
っ
た
政
治
的
緊
張
が
続
く
時

期
で
あ
る
。
八
月
三

O
日
は
称
徳
の
四
七
日
の
忌
日
に
当
た
り
、
大
按
時
で

法
会
が
行
仲
机
て
い
る
。
な
お
、
当
時
の
大
学
寮
の
長
官
(
頭
)
は
山
部
親

王
(
後
の
桓
武
天
皇
)
。
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114 

散
位
寮
か
ら
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
1

(
二
三
次
補
、
S
D
四
一

O
O出
土
。
宮
四
|
三
七
五
四
)

少
属
従
六
位
下
桧
前
令
人
達
安
麻
呂

(
表
)
散
位
察
解
中
宿
直
官
人
事

宥

亀

元

年

十

「
鳴
鳴
鳴
」
「
鳴
」
「
鳴
」

(
裏
)

「品伺晶何」

「
安
位
朝
口
口
鳴
鳴
」

「
為
口
」
「
鳴
」

長
さ
つ
一
五
七
)
皿
・
幅
三

O
皿
・
厚
さ
一
皿

「品伺」

「
従
六
位
下
桧
前
前
令
人
達
」

「
為
為
為
」

さ

ん

に

り

ょ

う

し

き

ぷ

し

よ

う

散
位
寮
が
上
級
官
司
の
式
部
省
に
対
し
て
宿
直
担
当
者
を
報
告
し
た

木
簡
。
散
位
寮
は
、
散
位
(
位
階
を
も
ち
な
が
ら
、
特
定
の
官
職
に
就
い
て

い
な
い
役
人
)
し
ょ
法
糟
官
し
、
本
寮
に
詰
め
る
六
位
以
下
の
散
位
の
勤
務
差
問

を
行
っ
た
。
少
属
は
寮
の
第
四
等
官
。
宝
亀
元
年
は
七
七

O
年
で
、
山

の
神
護
景
雲
四
年
と
同
じ
年
。
十
月
一
日
の
光
仁
天
皇
即
位
に
あ
わ
せ
た
改

元
で
あ
る
。

余
白
に
は
文
字
を
練
習
し
た
あ
と
が
多
数
残
る
。
書
き
手
あ
る
い
は
書
い

た
時
が
異
な
る
と
み
V
ゆ
拠
品
挿
嚇
切
四
種
類
認
め
ら
れ
る
が
、
裏
面
に
表
面

の
署
名
者
と
同
じ
「
櫓
前
舎
人
連
」
の
文
字
が
あ
る
か
ら
、
自
分
が
書
き

損
じ
た
木
簡
を
習
書
に
使
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
上
端
は
焼
損
し
て
い
る
。

115 

宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
の
断
片
1

(
三
三
次
補
、
S
D
四
一

O
O出
士
。
宮
四
|
一
二
七
五
八
)

解
中
官
人
宿
直
事

長
さ
(
九
一
二
)
皿
・
幅
(
八
)
皿
・
厚
さ
一
一
皿

O
八
一
型
式

差
し
出
し
部
分
が
残
ら
な
い
が
、
大
学
寮
(
川
、
四
〈
E
期
展
示
〉
、
同

〈E
期
展
示
〉
に
類
例
が
あ
る
)
ま
た
は
散
位
寮
(
川
、
四
〈
E
期
展
示
〉
、

O
一
九
型
式

宿 144
直〈
担 E
当期
者展
を示
報こ二

れ
柔調
簡が
のの
断 Q

Zふ
あら

?長
官
司
の
式
部
省
宛
て

116 

続
労
銭
の
付
札
1

(
一
一
一
二
次
補
、
S
D
四
一

O
O出
土
。
宮
六
|
九

O
六
六
)

〔
調
方
〕

(
表
)
尤
位
田
辺
史
庚
口
進
続
労
銭
伍
何
文

摂

津

国

「

勘

錦

織

(
裏
)
神
亀
五
年
九
月
五
日

住

吉

郡

秋

庭

」

長
さ
一
七
二
皿
・
幅
三
一
二
皿
・
厚
さ
一
二
皿

O
三
二
型
式

た

な

べ

の

ふ

ひ

と

ひ

ろ

っ

き

し

よ

〈

ろ

う

せ

ん

し

せ

ん

田
辺
史
広
調
の
続
労
銭
の
付
札
。
続
労
銭
は
資
銭
と
も
引
い
、
定
員

オ
ー
バ
ー
で
官
補
位
就
け
な
か
っ
た
六
位
以
下
の
官
人
や
位
子
(
六
位
か

ら
八
位
ま
で
の
嫡
子
)
な
ど
が
納
め
る
銭
の
こ
と
。
位
階
昇
進
判
定
の
対

象
と
舟
る
資
格
(
「
考
」

H
毎
年
の
勤
務
評
価
)
を
つ
な
ぐ
、
文
字
通
り
「
労
」

を
「
続
」
ぐ
た
め
の
「
銭
」
で
あ
る
。
額
は
五
百
文
が
定
額
だ
っ
光
ロ

に
し
ご
り
m
&き
に
お

裏
面
の
「
勘
」
は
こ
の
続
労
銭
を
検
査
し
収
納
す
る
の
意
で
、
錦
織
秋
庭

は
そ
の
責
任
者
。
「
勘
錦
織
秋
庭
」
の
部
分
は
収
納
の
際
に
秋
庭
自
身
が
追



10

せ

っ

つ

す

み

よ

し

記
し
た
も
の
で
、
筆
跡
が
異
な
る
ロ
裏
面
上
端
の
「
摂
津
国
住
吉
郡
」
(
今

の
大
阪
市
住
吉
区
・
東
住
吉
区
・
加
堀
野
区
・
西
成
区
・
住
之
江
区
、
及

び
平
野
区
西
部
)
は
田
辺
広
調
の
本
貰
地
(
本
籍
地
)
。
続
労
銭
の
付
札
で

納
銭
者
の
本
頁
地
を
記
す
の
は
川
の
み
で
あ
る
。
神
亀
五
年
は
七
三
八
年
。

上
端
に
施
さ
れ
た
深
く
鋭
い
切
り
込
み
は
よ
く
残
る
が
、
全
体
に
や
や

傷
み
が
目
立
ち
、
材
が
や
せ
て
木
目
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。
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続
労
銭
の
付
札
2

(
三
一
一
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
六
九
O
六
一
一
)

(
表
)
守
部
首
庚
え
銭
五
百
文

「
勘
泰

(
裏
)
神
亀
五
年
九
月
サ
二
日

等
干
」

長
さ
一
二
六
皿
・
幅
三
O
皿
・
厚
さ
二
皿

o
=
一
二
型
式

も

り

ペ

の

お

び

と

ひ

ろ

た

り

は

た

の

ふ

み

て

守
部
首
贋
足
の
続
労
銭
の
付
札
。
身
分
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
秦
筆

は
、
続
労
銭
を
収
納
し
た
式
部
省
の
側
の
責
任
者
。
「
筆
」
は
異
体
字
の
「
筈
」

で
書
か
れ
て
い
る
。
秦
筆
は
、
同

(
E
期
展
示
)
に
も
見
え
る
。
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続
労
銭
の
付
札
S

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
官
六
九
O
五
人
)

(
表
)
大
伴
王
奇
人
井
上
伊
美
口
円
ハ
]

銭
五
百
文

(
裏
)
神
亀
円
〕
月
門

U

口
口
瓶
原
京
人

〔
検
校
ヵ
〕

長
さ
一
一
一
二
ニ
皿
・
幅
一
一
=
一
皿
・
厚
さ
王
皿

o
=
一
二
型
式

お

お

》

も

お

う

し

じ

ん

い

の

う

え

の

い

み

舎

大
伴
王
の
資
人
(
従
者
)
の
井
上
伊
美
(
吉
)
某
の
続
労
銭
の
付
札
ロ

字
配
り
か
ら
み
て
、
収
納
責
任
者
(
一
般
に
「
勘
」
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
「
検
校
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
)
の
名
の
部
分
ま
で

含
め
て
一
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
収
納
し
た
側
で
付
し
た
も

の
か
。大

伴
王
は
系
譜
不
詳
。
通
算
(
七
一
四
)
正
月
に
無
位
か
ら
従
五
位

下
に
叙
さ
れ
て
い
る
(
『
続
日
本
紀
』
同
月
甲
子
条
)
。
井
上
伊
美
(
吉
)

某
は
、
続
労
銭
を
進
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
い
わ
ゆ
る
留
省
資
人
(
叩

の
解
説
も
参
照
)
で
、
大
伴
王
の
死
去
な
ど
に
よ
っ
て
解
官
し
、
式
部
省
に

留
め
置
か
れ
て
い
社
初
代
掛
拐
サ
。

3

裏
面
の
検
校
者
瓶
原
東
人
は
凶

(
E
期
展
示
)
に
も
見
え
る
。
「
瓶
」

は
「
義
」
の
異
体
字
「
菰
」
を
用
い
て
い
る
が
、
「
義
原
」
姓
の
事
例
は
な
く
、

「
瓶
」
と
判
断
し
て
い
る
。
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式
部
省
で
使
わ
れ
た
題
鏡
軸
1

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
六
一
六
四
)

(
表
)
因
解
よ
日

(
裏
)
因
解
よ
日

長
さ
(
五
一
)
皿
・
幅
一
一
四
回
・
厚
さ
七
回

O
六
一
型
式

だ
い
せ
ん
じ
く

以
下
三
点
は
、
題
畿
軸
(
見
出
し
付
き
の
文
書
の
軸
)
。
題
畿
(
見
出
し
)

部
分
の
表
裏
両
面
に
、
軸
に
巻
か
れ
た
文
書
の
内
容
を
端
的
に
記
す
。
題
畿

部
分
』
ゆ
間
宮
さ
は
三
九
回
。
軸
陥
掘
比
四
で
下
部
は
折
損
。

「
国
解
」
は
、
諸
国
か
ら
太
政
官
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
の
役
所
に
送

ら
れ
民
問
書
ロ
こ
こ
で
の
宛
先
は
式
部
省
ロ
や
や
小
さ
く
右
寄
せ
で
書
か
れ

る
「
上
日
」
(
勤
務
日
数
)
は
、
文
書
の
具
体
的
な
内
容
を
示
す
。
諸
国

か
ら
国
ご
と
に
国
司
の
勤
務
日
数
を
式
部
省
に
報
告
し
た
文
書
で
、
彼
ら
の

勤
務
評
価
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
諸
国
か
ら
園
ご
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と
に
報
告
し
て
き
た
文
書
を
貼
り
継
い
で
一
巻
と
し
て
保
管
し
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
写
し
ゃ
整
理
し
た
も
の
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
前

者
な
ら
ば
「
案
」
と
記
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
後
者
な
ら
ば
「
園
解
」
と
は
書

か
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
題
畿
軸
は
、
本
木
簡
の
よ
う
に
軸
部
が
折
れ
た
状
態
で
見
つ
か
る
こ

と
が
多
い
。

120 

式
部
省
で
使
わ
れ
た
題
鏡
軸
2

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
官
四
三
一
七
六
四
)

(
表
)
諸
司
解

(
裏
)
諸
司
移

長
さ
(
四
八
)
皿
・
幅
三
九
四
・
厚
さ
三
皿

O
六
一
型
式

さ
ま
ざ
ま
な
役
所
か
ら
式
部
省
に
送
ら
れ
て
き
た
文
書
を
貼
り
継
い
で
巻

物
と
し
た
も
の
の
題
畿
軸
。
ち
ょ
う
ど
軸
部
と
題
畿
部
の
境
目
で
折
れ
、
題

畿
部
の
み
が
残
る
。
厚
さ
は
二
皿
で
、
題
集
と
し
て
は
か
な
り
薄
い
。
右
上

端
が
欠
損
し
町
い
る
の
も
、
薄
さ
の
所
以
で
あ
ろ
う
。

表
面
の
「
解
」
は
、
統
属
関
係
に
必
る
下
級
の
役
所
か
ら
上
級
の
役
所
に

差
し
出
す
文
書
の
様
式
。
裏
面
の
「
移
」
は
、
統
属
関
係
に
な
い
役
所
の
潤2

L
 

一
で
の
や
り
と
一
り
に
用
い
る
文
書
の
様
式
。
式
部
省
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大

が
〈
り
主
う
さ
λ
h
h
り
ょ
う

学
寮
と
散
位
寮
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
文
書
は
「
解
」
、
そ
の
他
の
役
所
(
太

政
官
を
除
く
)
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
文
書
は
「
移
」
で
あ
る
。
表
裏
両
面
で

記
載
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
解
と
移
の
両
方
が
貼
り
継
が
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
文
書
の
内
容
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
同
じ
東
西
溝
S

D
四一

O
O
か
ら
は
、
「
諸
司
移
」
と
書
か
れ
た

題
畿
軸
(
間
〈
E
期
展
示
〉
)
も
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
裏
面
に

年
紀
を
書
い
て
い
る
。
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式
部
省
で
使
わ
れ
た
題
範
軸
3

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
=
一
七
六
三
)

(
表
)
五
位
上

(
裏
)
故
え

長
さ
(
六
四
)
皿
・
幅
一
一
九
皿
・
厚
さ
六
皿

O
六
一
型
式

上
端
を
丁
寧
に
丸
く
削
り
出
す
が
、
軸
は
中
心
か
ら
や
や
ず
れ
た
位
置
に

あ
る
。
題
畿
部
分
の
長
さ
は
四
八
円
軸
は
幅
九
四
で
下
部
は
折
損
。

「
五
位
上
」
は
五
位
以
上
の
意
味
。
式
部
省
は
、
五
位
以
上
に
関
し
て
は

勤
務
日
数
と
特
記
事
項
を
整
理
す
る
だ
け
で
、
評
価
を
行
な
わ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
「
故
文
」
は
勤
務
評
価
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
正
倉
院
文
書

に
用
例
が
あ
る
よ
町
市
、
げ
欠
勤
理
由
を
報
告
す
以
京
高
を
指
す
可
能
性
が
高

い
。
す
な
肋
ち
、
請
暇
解
(
休
暇
の
申
請
)
や
不
参
解
(
欠
勤
の
届
出
)
な

ど
欠
勤
の
故
H

理
由
を
述
べ
た
文
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

h
識
せ
」
の
用
例
は
E
倉
院
文
措
件
仁
捌
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
、
「
故
文

を
進
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
丸
部
豊
成
が
兄
の
死
去
に
伴
う
休
暇
を
申

請
し
た
神
護
景
雲
四
年
(
七
七

O
)
の
文
書
で
あ
る
(
『
大
日
本
古
文
書
』
(
編

年
)
六
、
八
三
頁
。
木
簡
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
)
。
も
う
一
つ
は
「
故
文

を
進
上
す
る
こ
と
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
み
が
残
り
、
具
体
的
な
文
書
の
中

身
は
不
明
で
あ
る
(
同
三
五
、
三
六
五
頁
)
。

H
期
展
示
の
題
畿
軸
閣
の
「
申

故
」
も
、
あ
る
い
は
「
故
文
」
と
同
じ
内
容
の
文
書
を
指
す
か
。

122 

肥
後
固
の
兵
士
歴
名
暢
の
軸

(
一
五
五
次
、

S
D
一
一
六
四
O
出
土
。
宮
六
九
八
八
四
)

(
木
口
)
肥
後
圏
第
三
益
城
軍
団
養
老
七
年
兵
士
歴
名
帳

(
木
口
)
肥
後
国
第
三
益
城
軍
団
養
七
年
兵
士
歴
名
帳

長
さ
三
三

o
m
・
径
二
二
皿

O
六
一
型
式
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断
脂
円
形
に
精
巧
に
加
ヨ
詰
れ
た
完
形
の
棒
軸
。
中
央
部
が
や
や
細
く
心

持
ち
按
型
を
呈
す
る
。
両
木
口
の
外
周
に
沿
っ
て
、
こ
の
軸
に
巻
か
れ
て
い

た
文
書
名
を
時
計
廻
り
に
記
す
。
文
字
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、
丁
寧
な
構
書

の
書
体
で
あ
る
。
本
来
は
両
端
と
も
同
文
を
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
一
端
は
「
養
老
七
年
」
の
「
老
」
を
書
き
落
と
し
て
い
る
。
養
老
七
年

は
七
二
三
年
。

ど

ま

し

き

「
肥
後
圏
第
三
益
城
軍
団
」
は
、
肥
後
国
の
第
三
番
目
の
軍
団
で
あ
る
益
城

軍
団
の
意
か
。
肥
後
固
に
は
益
城
捕
事
あ
り
、
お
お
よ
そ
現
在
の
上
益
城
郡

・
下
益
城
郡
に
相
当
す
る
。
「
歴
名
帳
」
は
、
人
名
を
列
記
し
た
帳
簿
。

つ
ま
り
こ
の
軸
に
巻
か
れ
て
い
た
の
は
、
養
老
七
年
時
点
で
益
城
軍
団
に
所

属
し
て
い
た
兵
士
の
名
簿
で
あ
る
。
養
老

Amv品
提
市
よ
れ
ば
、
諸
国
は
こ

の
よ
う
な
兵
士
の
名
簿
を
毎
年
作
成
し
、
兵
部
省
に
提
出
す
る
決
ま
り

で
あ
っ
た
。

な
お
、
式
部
省
関
連
の
考
課
木
簡
を
主
体
と
す
る
南
北
溝
S

D
一
一
六
四

O
か
ら
、
兵
部
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
兵
士
歴
名
帳
の
軸
が
出
土
し
た
こ
と

を
い
か
に
意
義
づ
け
る
べ
き
か
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
紙
背
の
再
利
用
の
た
め
に
、
反
故
文
書
が
全
く
無
関
係
の
役
所
に
払

い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
た
が
、
由
と
同
じ
場
所
か
ら
は
式
部
省
の
業

務
に
関
わ
る
文
書
の
棒
軸
も
見
つ
か
っ
て
お
り
(
叩
〈
E
期
展
示
〉
)
、
世
に

巻
か
れ
て
い
た
文
書
が
元
々
ど
こ
の
役
所
の
業
務
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
か

は
、
一
概
に
は
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
る
。
ま
た
、
常
識
的
に

み
て
叫
と
最
も
関
係
が
深
い
と
み
ら
れ
る
兵
部
省
の
奈
良
時
代
前
半
の
位
置

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
問
題
を
複
雑
に
す
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

123 

棒
軸
を
再
利
用
し
た
木
簡
1

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
宮
四
三
一
七
六
三
)

諸
司
叙
位
案

長
さ
二
六
五
皿
・
幅
一
四
皿
・
厚
さ
さ
一
皿

O
王
一
型
式

し

よ

う

も

ん

あ

ん

も

ん

「
案
」
は
、
正
式
の
文
書
(
正
文
)
に
対
す
る
、
控
え
の
文
書
(
案
文
)

の
意
味
。
式
噛
課
程
に
関
わ
っ
て
作
成
す
る
紙
の
文
書
に
は
、
選
目
録

・
選
別
記
・
擬
階
簿
の
三
種
が
あ
る
。
「
諸
司
叙
位
案
」
は
、
こ
れ
ら
の
う

ち
い
ず
れ
か
の
文
書
の
控
え
で
あ
ろ
う
。
「
叙
位
」
の
文
言
を
重
視
す
れ
ば
、

叙
す
べ
き
位
階
が
記
さ
れ
た
擬
階
簿
の
可
能
性
が
高
い
か
。

裏
面
に
は
円
弧
状
の
カ

l
ブ
が
残
り
、
棒
軸
と
し
て
の
加
工
の
痕
跡
と
み

ら
れ
る
ロ
不
要
に
な
っ
た
棒
軸
を
縦
方
向
に
割
い
て
、
平
滑
面
に
文
字
を
書

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
棒
軸
を
木
簡
に
再
利
用
し
た
こ
と
が
明
瞭
な
珍
し
い
例

の
一
つ
(
他
に
叩
〈
E
期
展
示
〉
が
あ
る
)
。
下
端
を
と
が
ら
せ
で
あ
る
の

は
、
紙
の
文
書
の
包
み
に
見
出
し
と
し
て
突
き
刺
し
て
用
い
る
た
め
か
。
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遠
江
固
か
ら
の
雑
魚
脂
の
荷
札
1

(
一
一
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
七
八
九
九
)

(
表
)
遠
江
国
進
上
雑
魚
勝

三
斤

(
裏
)

長
さ
九
一
皿
・
幅
一
七
四
・
厚
さ
二
皿

O
三
二
型
式

と

お

と

う

み

き

た

い

遠
江
国
(
現
在
の
静
岡
県
西
部
)
か
ら
進
上
さ
れ
た
雑
魚
の
謄
(
干

に
え

物
)
の
荷
札
。
国
が
進
上
す
る
書
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛
と
し
て

揃
初
訪
料
品
北
も
の
か
。
曜
市
骨
生
計
寮
式
上
遠
江
国
条
に
よ
れ
ば
、
遠
在
国
は

中
男
作
物
と
し
て
「
与
理
等
」
(
サ
ヨ
リ
)
の
脂
を
貢
納
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
「
雑
魚
」
(
い
ろ
い
ろ
な
魚
)
の
中
に
は
、
サ
ヨ
リ
が
含
ま
れ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
裏
面
は
、
表
面
と
は
別
筆
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
三

斤
」
は
、
約
三
回
。
間

(
E
期
展
示
)
も
同
内
容
だ
が
、
数
量
を
含
め
て
片

面
に
収
め
て
い
る
。

か

つ

お

な
お
、
遠
江
国
の
輔
曜
物
の
荷
札
は
、
他
に
「
堅
魚
」
(
宮
一
|
三
五
人

-
一
一
一
五
九
)
、
「
煮
塩
年
魚
」
(
奈
良
市
教
育
委
員
会
『
平
城
京
左
京
三
条
一
一

坊
十
二
坪
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
地
発
掘
調
査
概
要
報
告
』
〈
一
九
八

四
年
〉
一
一
一
号
)
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
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但
属
国
か
ら
の
脂
の
荷
札

っ
=
一
次
補
、

S

D
四一

O
O出
土
。
宮
五
|
七
九
O
一二)

〔
三
カ
〕

但
烏
困
城
埼
郡
那
佐
郷
官
府
勝
雲
龍
神
護
景
品
審
口
年
口
口
月
二
方
部
童
鳴

〔
十
一
ヵ
〕

上
端
左
隅
を
わ
ず
か
に
欠
失
す
る
が
、
ほ
ぽ
完
形
の
荷
札
木
簡
。
切
り
込

み
と
下
端
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
あ
わ
せ
も
つ

O
三
=
一
型
式
の
木
簡
で
あ
る
。

加
工
は
や
や
粗
く
、
下
端
の
尖
り
も
そ
れ
ほ
ど
鋭
く
は
な
い
。
板
目
材
の
木

簡
で
、
側
面
を
の
ぞ
き
込
む
と
左
右
と
も
最
大
厚
四
皿
ほ
ど
の
中
に
、
四
-

五
層
分
の
年
輪
が
認
め
ら
れ
る
。
年
輪
一
層
が
一
皿
以
下
と
な
る
許
算
で
、

比
轍
剥
目
持
諦
ま
♂
よ
材
と
言
吐
括
提
何
時
υ

いう

但
馬
国
城
埼
郡
那
佐
郷
(
『
和
名
類
衆
抄
』
で
は
奈
佐
郷
)
は
今
の

兵
庫
県
豊
岡
市
の
奈
佐
川
流
域
、
神
護
景
雲
三
汗
併
叱
六
九
年
。
二
方
部
氏

は
未
詳
だ
が
、
但
馬
固
に
は
城
埼
郡
の
西
側
に
二
方
郡
(
今
の
兵
庫
県
新

温
泉
町
)
が
あ
り
、
と
も
に
日
本
海
に
面
す
る
。

由
の
記
載
に
は
難
解
な
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
「
勝
」
は
干
物
の
こ
と

な
の
で
、
そ
の
上
は
魚
の
種
類
な
ど
謄
の
材
料
名
が
書
か
れ
る
は
ず
で
あ
り
、

「
官
府
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
「
官
」
は
「
宮
」
で
あ
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
も
の
の
、
「
府
」
の
読
み
は
動
か
し
が
た
そ
う
で
あ
り
、
現
状
で

は
何
と
も
解
釈
で
き
な
い
。

そ
の
下
の
「
雲
龍
」
も
難
問
で
あ
る
。
「
雲
龍
」
は
長
屋
王
家
木
簡
の
削

屑
に
一
例
認
め
ら
れ
る
(
平
城
木
簡
概
報
二
八
|
三
九
下
(
一
五
九
四
)
)
。

人
名
と
み
て
、
踏
を
納
め
た
人
物
が
雲
龍
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
そ

の
場
合
、
二
方
部
豊
嶋
は
検
収
の
担
当
者
な
ど
と
な
り
、
や
や
不
自
然
な
書

式
と
の
印
象
も
拭
え
な
い
。

あ
る
い
は
「
雲
」
は
「
童
」
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
「
龍
」
は
「
飽
」

の
意
味
で
、
謄
の
量
が
「
書
且

(
H
二
簡
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
表
記
と

解
釈
で
き
る
(
そ
の
場
合
、
豊
嶋
は
脂
の
貢
納
者
と
な
る
)
。
「
鰭
」
の
竹
冠

が
明
確
に
省
略
さ
れ
た
事
例
を
見
出
し
が
た
い
の
が
課
題
と
な
る
も
の
の
、

「
ム
ハ
佐
川
」

長
さ
二
四
五
皿
・
幅
二
七
四
・
厚
さ
四
皿

O
三
三
一
型
式

下
端
に
「
六
斤
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
の
解
釈
を
後
押
し
す
る
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
検
討
が
必
要
な
木
簡
で
あ
る
。
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丹
波
固
に
宛
て
た
移
の
控
え

(
三
二
次
補
、

S

D
四一

O
O出
土
。
宮
四
|
四
一
八
二

表

口前ト7

別手frlll'¥¥ ¥¥ 

口附す口

口〉国ト...('l
〔池通〕

脊〉惨事詩〉

?主主1.:>ヤ円怜

〉前F 、々
>-~~々、

〔当¥-tヤJ >-口
口容器国?主体存亡

口AS2叶m-口仁
〔込ゆ〕

固持半お裳亡

裏

口口口撃口口
〔柳時〕

口口制もい
~ ，¥ t立総口

口申妥
結州単

口
口

口口
口口

田町
鴨

ぽ『・

u
p

無

品同席口

長
さ
(
二
七
二
)
皿
・
幅
(
五
九
)
皿
・
厚
さ
六
皿

相範

飾品

O
八
一
型
式
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木
目
と
直
交
す
る
方
向
に
文
字
が
記
さ
れ
る
や
や
珍
し
い
木
簡
で
、
一
般

に
こ
の
タ
イ
プ
の
木
簡
を
「
横
材
木
簡
」
と
呼
ん
で
い
る
。
木
は
木
目
に
沿

っ
た
方
向
に
割
り
や
す
い
た
め
、
多
く
は
木
目
方
向
に
長
い
材
が
切
り
出
さ

れ
る
。
そ
こ
に
縦
書
き
で
文
字
(
文
章
)
を
記
し
て
ゆ
く
の
で
、
一
般
的
に

は
木
田
の
方
向
と
文
字
の
方
向
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
閣
の
よ
う

に
た
く
さ
ん
の
事
柄
を
箇
条
書
き
の
よ
う
に
記
す
の
に
行
数
が
必
要
な
場
合

は
、
長
大
な
材
を
横
向
き
に
用
い
て
書
き
連
ね
る
方
が
便
利
で
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
使
い
方
を
す
る
も
の
を
、
横
材
木
簡
と
呼
ぶ
訳
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

横
材
木
簡
に
は
帳
簿
様
の
内
容
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
木
簡
の
釈

文
や
写
真
は
木
目
方
向
が
縦
に
な
る
よ
う
掲
載
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
た

め
、
横
材
木
簡
の
釈
文
は
横
向
き
に
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

凶
は
左
右
両
辺
と
も
割
れ
て
お
り
、
各
行
の
記
述
の
上
・
下
双
方
を
欠
失

し
て
い
る
(
上
下
左
右
は
木
目
方
向
を
縦
と
み
る
の
に
従
う
)
。
た
だ
し
、

下
端
は
原
形
を
保
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
現
状
で
表
面
一
行
固
と
さ

れ
る
行
が
、
本
来
の
書
き
出
し
の
行
で
あ
っ
た
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
文
字
目
の
「
部
」
は
下
半
分
が
残
る
の
み
だ
が
、
東
西
溝
S

D
四一

O

O
か
ら
の
出
土
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
元
は
そ
の
上
に
「
式
」
と
あ

り
式
部
省
か
ら
の
移
(
直
接
の
上
下
関
係
に
な
い
役
所
間
代
咽
い
ら
れ
る
文

書
の
書
式
)
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
る
と
宛
先
は
丹
波
国
(
今
の
京

都
府
中
部
か
ら
兵
庫
県
東
北
部
に
か
け
て
の
地
域
)
と
な
る
が
、
表
裏
両
面

と
も
そ
の
袖
切
国
郡
名
と
見
ら
れ
る
記
載
が
散
見
す
る
弘
津
面
の
「
口
〔
登

カ〕」

H
能
登
国
〈
今
の
石
川
県
能
登
半
島
地
域
〉
、
「
近
江
国
」
〈
今
の
滋

;う

賀
県
〉
、
「

p
h周
辺
L

H
周
防
国
〈
今
の
山
口
県
東
半
部
〉
?
、
裏
面
の

「嶋」

H
出
雲
国
嶋
根
一
郡
〈
今
の
島
根
県
松
江
市
東
北
部
〉
ワ
、
「
口
〔
雲

担

う

カ
〕
意
字
」

H

出
雲
国
意
宇
郡
〈
今
の
松
江
市
南
半
部
と
出
雲
市
の
一
部
〉
、

う

わ

さ

ぬ

き

「
宇
和
」

H

伊
予
国
宇
和
郡
〈
今
の
愛
媛
県
西
南
部
〉
、
「
讃
岐
」
〈
今
の
香
川

県
〉
な
ど
)
。

〈

て

い

し

ゅ

ち

ょ

う

ま
た
、
表
面
の
「
白
丁
」
ん
は
無
位
・
無
官
の
男
性
、
裏
面
の
「
主
帳
」

は
郡
司
の
第
四
等
官
、
「
位
子
」
は
八
位
か
ら
六
位
ま
で
の
位
階
を
持
つ
者

の
嫡
子
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
下
級
段
以
や
地
方
官
人
を
指
す
語
句
で
あ
る
。

詳
細
不
明
な
が
ら
、
出
身
地
に
本
貫
(
本
籍
)
を
残
し
た
ま
ま
平
城
京

に
上
り
、
下
級
役
人
と
し
て
働
く
人
び
と
の
管
理
に
関
わ
る
帳
簿
の
類
、
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

127 

中
蔵
に
納
め
た
舗
と
施
の
付
札

(一一一二次補、

S
D
四一

O
O出
土
。
宮
四
四
六
七
七
)

(
表
)
中
蔵
銭
井
絶

(
裏
)
銭
井
紘

中
蔵

長
さ
四
四
国
・
幅
二
二
四
・
厚
さ
一
二
四

O
三
二
型
式

非
常
に
小
さ
な
付
札
。
左
辺
の
切
り
込
み
よ
り
上
の
部
分
が
欠
失
す
る

が
ほ
ぼ
完
形
で
、
長
さ
は
四
四
阻
し
か
な
い
。
当
資
料
館
で
「
小
さ
な
木

簡
」
と
し
て
レ
プ
リ
カ
を
常
設
展
示
し
て
い
る
「
矯
脂
」
(
平
城
木
簡
概
報

一
一
四
|
二
一
二
上
〈
三
四
九
〉
)
の
長
さ
は
四
七
回
だ
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
さ

ら
に
小
さ
い
。

あ
し
膏
血

そ
の
サ
イ
ズ
に
か
か
め
ら
ず
、
「
銭
」
「
紐
」
と
三
つ
の
物
品
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
絡
は
「
悪
し
(
き
)
絹
」
の
意
味
で
、
や
や
目
が
粗
い
絹

と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
正
倉
院
に
伝
来
し
た
実
物
を
参
照
す
る
と
、
そ
れ

ほ
ど
品
質
が
異
な
る
様
子
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
「
中
蔵
」
は
銭
と
絡

が
収
納
さ
れ
た
蔵
を
指
す
と
見
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

表
裏
と
も
ほ
ぼ
同
内
容
が
記
さ
れ
る
の
は
、
物
品
に
括
り
つ
け
た
際
、

ど
ち
ら
の
面
が
上
を
向
い
て
も
読
め
る
よ
う
に
と
の
配
慮
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
に
小
さ
く
て
本
当
に
付
札
と
し
て
機
能
し
得
た

の
か
、
少
し
不
安
を
覚
え
て
し
ま
う
。
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百

木
簡
に
み
る
式
部
省
の
移
転
と
跡
地
利
用

158 

多
概
鴫
の
役
人
の
考
課
関
係
書
類
の
付
札

(
一
五
五
次
、

S
D
一
一
六
四
O
出
土
。
宮
六
|
九
八
八
六
)

'
H
S考
六
巻

(
表
)
多
働
島

者
占
状
六
巻

(
裏
)
三
番

長
さ
一
一
五
皿
・
幅
一
一
四
回
・
厚
さ
七
皿

o=一
二
型
式

役
人
の
勤
務
評
価
に
関
す
る
文
書
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
「
酔
酔
嶋
」
は
、

国
に
準
じ
る
古
代
の
行
政
単
位
ロ
今
の
鹿
児
島
県
種
子
島
・
量
以
晶
を
主
体

と
す
る
地
域
に
あ
た
り
、
あ
わ
せ
て
多
働
(
繭
)
嶋
と
し
て
カ
密
和
の
管
轄

下
に
置
き
、
中
央
か
ら
「
嶋
司
」
(
他
国
の
「
国
司
」
に
準
じ
る
役
人
)
を

派
遣
し
て
い
た
J

モ
ヲ
も
ん

「
考
」
は
考
文
(
役
所
ご
之
に
摘
属
役
人
の
一
年
分
の
勤
務
評
価
を
取
り

ま
と
め
た
文
書
)
、
「
状
」
は
考
状
(
考
文
に
記
さ
れ
た
審
査
理
由
の
詳
細

な
ど
を
記
載
し
た
文
書
)
を
指
す
。

難
し
い
の
は
、
こ
の
木
簡
が
は
た
し
て
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
、
で
あ
る
。

現
地

(
H
多
働
嶋
)
で
作
成
さ
れ
、
文
書
と
と
と
も
に
都
ま
で
や
っ
て
来

た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
宰
府
管
内
諸
国
の
考
文
類
は
調
庸

物
と
同
じ
く
大
宰
府
で
一
括
し
て
管
理
・
搬
送
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
、
大
宰
府

で
付
け
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
得
る
ロ
た
だ
、
聞
に
は
年
紀
な
ど
の
記
載
が

な
く
、
考
文
・
考
状
も
そ
れ
ぞ
れ
「
考
」
「
状
」
と
略
記
さ
れ
て
い
る
。
必

要
最
小
限
の
情
報
を
、
丁
寧
で
は
あ
る
が
大
き
く
ざ
つ
く
り
と
し
た
文
字
で

書
き
つ
け
る
趣
き
か
ら
は
、
他
者
に
向
け
た
荷
札
や
貢
進
状
と
い
う
よ
り
、

自
分
た
ち
の
事
務
処
理
作
業
の
中
で
文
書
を
管
理
す
る
た
め
の
付
札
と
の
印

象
を
強
く
受
け
る
。
聞
に
つ
い
て
は
平
城
宮
、
特
に
式
部
省
内
で
作
成
・
使

用
さ
れ
た
付
札
と
見
な
す
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
裏
面
の
「
番
」
の
記
載
も

式
部
省
内
で
の
事
務
作
業
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
例
が
あ
り

(
5
と
闘
の
解
説

も
参
照
)
、
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
。

な
お
、
裏
面
の
「
番
」
の
字
は
、
よ
く
見
る
と
一
画
目
が
な
く
上
半
が
「
米
」

に
な
っ
て
い
る
。
現
代
の
小
学
生
が
漢
字
テ
ス
ト
で
こ
ん
な
字
を
書
い
た
ら

パ
ツ
と
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
奈
良
時
代
の
「
番
」
は
今
と
異
な
り
、

こ
の
「
米
+
回
」
の
字
体
が
一
般
的
だ
っ
た
。

159 

考
課
の
事
務
作
業
に
関
す
る
木
簡

(
二
三
一
一
次
、

S
E
一
四
六
九

O
出
士
。
宮
六
|
一

O
四
六
七
)

(
表
)
別
記
司

〔
嗣
カ
〕

「口」

Z口中中太
大口宮務政
令巳職省官
カII 

(
裏
)

参
考
目
録

以
前
川
口

長
さ
(
一
四
四
)
皿
・
幅
(
七
O
)
皿
・
厚
さ
四
皿

O
八
一
型
式

「目白」

式
部
省
で
の
考
課
に
関
わ
る
木
簡
。
表
面
の
「
別
記
」
は
お
そ
ら
く
考
別

記
を
指
し
、
裏
面
の
「
考
目
録
」
と
と
も
に
考
課
の
過
程
で
作
成
・
使
用
さ

れ
た
紙
の
文
書
で
あ
る
。
考
目
録
は
諸
司
か
ら
進
上
さ
れ
た
考
文
(
閣
の
解

説
も
参
照
)
の
目
録
部
分
を
集
許
し
た
も
の
で
、
考
の
対
象
と
な
る
役
人
の

数
が
官
司
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
十
二
月
三
十
日
ま
で
に
作
成
さ
れ
、
翌

年
三
月
十
日
に
太
政
官
に
送
ら
れ
た
(
延
喜
式
部
省
式
下
考
問
条
・
考
選
条
、

同
太
政
官
式
庶
務
申
官
条
な
ど
て
考
別
記
は
考
文
の
歴
名
(
人
名
リ
ス
ト
)

部
分
を
集
計
し
た
文
書
か

(
5
の
解
説
も
参
照
)
。
閣
に
よ
り
、
複
雑
な
考

課
の
事
務
作
業
に
お
い
て
紙
の
文
書
だ
け
で
な
く
木
簡
が
活
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
ロ
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釈
文
の
う
ち
、
カ
ギ
括
弧
が
付
さ
れ
た
部
分
は
他
と
は
筆
跡
が
異
な
る
ロ

内
容
は
な
か
な
か
解
釈
し
が
た
い
が
、
作
業
の
進
捗
に
と
も
な
っ
て
な
さ

れ
た
追
記
の
可
能
性
も
あ
り
、
事
務
作
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
物
語
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
裏
面
の
ご
番
」
は
考
目
録
や
考
別
記

の
作
成
過
程
に
お
け
る
作
業
分
担
を
示
す
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。
考
還
の

事
務
処
理
は
十
番
(
グ
ル
ー
プ
)
に
分
け
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、

5
や
閣
に
は
「
三
番
」
の
記
載
も
見
え
る
。
前
掲
延
喜
式
文
に
よ
る
と
、

一
番
は
神
祇
官
を
担
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

表
裏
両
面
に
一
本
ず
つ
、
横
方
向
に
刻
線
が
あ
る
。
羅
列
す
る
項
目
の
書

き
出
し
を
揃
え
た
り
す
る
た
め
の
あ
た
り
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
の
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
現
在
の
ノ

l
ト
の
罫
線
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
閣
は
木
目

と
平
行
す
る
方
向
に
文
字
が
記
さ
れ
る
た
め
、
閣
と
は
異
な
り
横
材
木
簡
で

は
な
い
が
、
帳
簿
様
の
内
容
で
あ
る
点
は
両
者
共
通
す
る
と
も
い
え
よ
う
。

上
端
は
原
形
を
留
め
る
と
見
ら
れ
る
が
、
下
端
は
削
り
調
整
が
施
さ
れ
て

い
る
も
の
の
文
字
が
切
れ
て
お
り
、
木
簡
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
後
、
何

ら
か
の
材
に
転
用
さ
れ
た
際
の
加
工
の
可
能
性
が
高
い
。

160 

奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省
の
考
還
木
簡
の
削
屠
1

(
二
二
一
一
次
、
S
E
一
四
六
九

O
出
士
。
宮
六
|
一

O
四
三

O
)

上
回
口

口
郡

O
九
一
型
式

小
さ
な
削
屑
で
、
わ
ず
か
数
文
字
し
か
判
読
で
き
な
い
。
た
だ
し
「
上
日
」

は
出
勤
日
(
数
)
を
指
す
か
ら
、
役
人
の
勤
務
評
価
に
関
わ
る
木
簡
と
推
測

で
き
、
姓
名
の
次
に
書
か
れ
る
本
貫
地
、
及
び
出
勤
日
数
の
記
載
部
分
に
当

た
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
郡
」
の
行
と
「
上
目
」
の
行
は
軸
が
ず
れ

て
い
る
し
、
よ
く
見
る
と
「
上
」
宇
に
比
べ
て
「
郡
」
字
は
や
や
小
さ
め
に

書
か
れ
て
お
り
、
本
来
は
「
郡
」
の
行
の
右
側
に
年
齢
の
記
載
が
あ
っ
て
割

書
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
考
選
木
簡
由
来
の
削
屑
と
認
め
て
よ
い

で
あ
ろ
う

(
6
頁
模
式
図
参
照
)
。
な
お
、
出
勤
日
数
を
「
上
日
」
と
書
く

の
は
、
毎
年
の
評
価
の
考
課
木
簡
の
特
徴
で
あ
る
(
選
叙
の
木
簡
で
は
「
日
」

と
書
く
)
。

閣
の
よ
う
に
木
目
(
年
輪
)
に
直
交
し
て
材
を
切
り
出
し
た
柾
目
材
の
削

屑
の
場
合
、
板
目
材
に
比
べ
て
木
目
が
た
く
さ
ん
残
る
分
、
断
片
接
続
に
関

す
る
手
が
か
り
が
多
い
。
あ
る
い
は
、
今
後
の
調
査
の
進
展
に
と
も
な
い
同

一
木
簡
の
削
屑
が
見
つ
か
っ
て
接
続
し
、
よ
り
多
く
の
記
載
・
内
容
が
読
み

取
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

161 

奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省
の
考
遺
木
簡
の
削
屠
Z

(
二
一
二
一
次
、
S
E
一
四
六
九

O
出
士
。
宮
六
|
一

O
三
四
二

考
播
磨
国〔
口按
口察
侠カ

〔従〕

四口
カ

O
九
一
型
式

選
叙
に
使
用
さ
れ
た
木
簡
の
削
暦
。
通
常
、
考
数
の
後
に
は
上
日
数
(
出

勤
日
数
)
を
合
計
し
た
数
が
続
い
て
書
か
れ
る
が

(
6
頁
模
式
図
圃
側
同

問
凶
を
参
照
)
、
複
数
の
官
職
を
歴
任
し
て
成
選
し
た
場
合
に
は
聞
の
よ
う

な
註
記
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
ぜ
ち

播
磨
国
は
今
の
兵
庫
県
南
部
。
按
察
使
は
養
老
三
年
(
七
一
九
)
七
月

に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
広
域
行
政
官
で
、
特
定
の
固
守
と
兼
任
し
た
(
『
続

日
本
紀
』
同
月
庚
子
条
)
。
播
磨
(
国
)
按
察
伎
は
、
播
磨
の
ほ
か
に
、
備

前
・
美
作
・
備
中
・
淡
路
を
管
轄
。
同
五
年
八
月
に
備
中
は
備
後
按
察
使

に
所
管
替
え
に
な
り
、
播
磨
按
察
使
の
管
轄
範
囲
は
備
前
・
美
作
・
淡
路

と
な
っ
た
。

〈
だ
ら
の
こ
に
き
し
な
ん
て
ん

播
磨
按
察
使
と
し
て
は
、
養
老
五
年
六
月
に
任
じ
ら
れ
た
百
済
玉
南
典

が
知
ら
れ
る
(
『
続
日
本
紀
』
同
月
辛
丑
条
)
。
百
済
王
南
典
は
こ
の
と
き

従
四
位
上
。
井
戸
S
E
一
四
六
九

O
か
ら
は
「
王
南
典
」
と
書
か
れ
た
削

屑
が
見
つ
か
っ
て
い
る
(
宮
六
一

O
七
五
三
)
。
聞
と
直
接
に
は
接
続
し
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な
い
が
、
木
目
や
材
質
が
よ
く
似
て
お
り
、

た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

同
じ
木
簡
か
ら
削
り
取
ら
れ

162 

神
社
名
を
肥
す
木
簡
1

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
官
四
|
四
六
八
一
一
)

水
主
社

長
さ
(
七
三
)
皿
・
幅
三
六
四
・
厚
さ
四
皿

O
三
二
型
式

も
と
は
付
札
の
形
を
し
て
い
た
が
、
切
り
込
み
部
分
で
折
れ
て
上
部
を
失

ぃ
、
み
行
部
の
長
方
形
部
分
だ
け
が
残
る
。
下
端
は
元
の
形
を
保
っ
て
い
る
。

水
主
社
は
延
撞
紳
祇
唱
吠
一
一
神
祇
四
時
祭
下
臨
時
祭
条
、
同
九
神
名
上
な

ど
に
み
え
る
、
山
背
国
久
世
郡
(
今
の
京
都
府
城
陽
+
巾
計
一
世
)
の
榊
紐
(
岡

市
水
注
惜
馬
場
に
所
在
)
。
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
月
次
祭
、
新
首
論
同

購
拡
鴇
綿
耕
輔
併
時
れ
誤
用
鮮
の
や
↑
し

P庁
池
お
h
k
f
h問
主
十
座
の
PU
持
味
主

坐
天
照
御
魂
神
と
水
主
坐
山
背
大
国
魂
命
神
の
二
座
は
相
嘗
祭
に

も
預
か
っ
て
い
る
。

神
社
名
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
水
主
社
に
分
配
す
る
幣
自
に
付
け
ら

れ
た
付
札
で
あ
っ
た
か
。

163 

神
社
名
を
肥
す
木
簡
2

(
三
三
次
補
、

S
D
四一

O
O出
士
。
官
四
|
四
七
五
六
)

(
表
)
鏡
作
社
寵

(
裏
)
口
門

U

〔
鏡
カ
〕

長
さ
一
七
二
皿
・
幅
一
一
四
皿
・
厚
さ
四
皿

O
三
二
型
式

下
端
右
辺
は
失
っ
て
い
る
も
の
の
、
左
辺
は
元
の
形
を
留
め
て
い
る
。
保

存
処
理
後
の
赤
外
線
に
よ
る
再
釈
読
に
よ
り
、
表
面
に
四
文
字
、
裏
面
に
一

文
字
+
数
文
字
分
の
文
字
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
裏
面
は
不
明
瞭
だ
が

墨
痕
を
追
う
と
表
面
と
同
じ
文
言
が
喜
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
一
文

字
目
の
始
ま
り
が
表
面
よ
り
は
若
干
上
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
し
き
の
し
も

鏡
作
社
は
、
延
喜
神
祇
官
式
九
神
名
止
た
三
極
山
酬
な
詰
い
み
武
明
国
城
下

郡
(
今
の
奈
良
県
磯
城
郡
の
一
部
)
の
鏡
昨
み
迎
り
項
目
叩
御
魂
神
社
(
奈

良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
八
尾
に
所
在
)
、
同
郡
津
幹
細
場
哨
社
(
所
在
地

は
同
町
保
津
と
同
町
宮
古
川
二
説
あ
り
)
、
同
郡
鏡
作
麻
気
神
社
(
胴
澗

小
阪
)
の
三
社
で
あ
る
が
、
閣
の
水
主
社
が
月
次
祭
、
新
嘗
祭
に
お
い
て
班
幣

に
預
か
る
神
社
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
じ
よ
う
に
両
祭
に
預
か
る
鏡

作
坐
天
照
御
魂
神
社
に
比
定
し
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
纏
」
に
付
け
た
付
札
で
、
そ
の
中
身
は
鏡
作
社
へ
の
幣
吊
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

164 

神
債
の
品
目
を
記
し
た
と
み
ら
れ
る
木
簡

(
二
七
三
次
、

S
E
一
七
五

O
五
出
士
。
宮
六
一
一
二
六
四
)

〔
勝
力
〕

口
壱
寵

O
九
一
型
式
(
O
三
九
型
式
)

下
拙
湖
沼
右
辺
は
原
形
を
留
め
て
お
り
、
切
り
込
み
の
部
分
が
明
瞭
に
残

る

γ抽
の
荷
札
、
も
し
く
は
付
札
の
下
端
の
削
屑
。
『
延
喜
式
』
に
み
え

る
神
僕
の
品
目
で
も
あ
り
、
こ
の
削
層
、
も
神
僕
用
に
分
け
ら
れ
た
脂
に
付

け
て
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

謄
と
は
干
物
の
こ
と
で
、
木
簡
に
は
魚
貝
類
、
小
型
初
加
、
か
調
、
猪
な

ど
の
時
が
み
え
る
。
『
延
喜
式
』
の
神
僕
の
品
目
で
は
「
鰻
、
墜
魚
、
勝
、

海
藻
」
の
順
に
登
場
す
る
の
で
、
神
僕
と
す
れ
ば
魚
介
の
膳
で
あ
ろ
う
。

「
鰭
」
は
文
字
通
り
物
品
を
入
れ
た
縫
を
数
え
る
の
に
用
い
る
助
数
詞
。

物
品
は
魚
介
や
海
藻
、
栗
、
塩
、
炭
な
ど
の
例
が
あ
る
。
「
繕
」
と
音
が
同

じ
で
画
数
が
ず
っ
と
少
な
い
「
古
」
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
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165 

神
社
名
を
肥
す
削
屑(

二
七
三
次
、

S
E
一
七
五

O
五
出
土
。
宮
六
|
一
一
二
六
三
)

口
口

兵
主
神
社

O
九
一
型
式

ひょうず

「
兵
主
神
社
」
の
右
側
に
も
墨
痕
が
残
り
、

の
削
屑
か
と
思
わ
れ
る
。

や
ま
と
し
き
の
か
み

兵
主
神
社
は
、
延
喜
神
祇
官
拭
凶
榊
喝
上
で
は
、
大
和
国
城
上
郡
(
今

の
奈
良
県
磯
城
郡
の
一
部
)
の
穴
師
坐
兵
主
神
社
(
現
在
は
桜
井
市
穴
師

に
所
在
、
も
と
巻
向
山
に
鎮
座
)
、
同
郡
穴
師
大
兵
持
潮
社
(
も
と
桜
井
市

穴
師
に
あ
っ
た
が
、
穴
師
坐
兵
主
神
社
に
合
和
)
、
和
泉
国
和
泉
郡
(
今
の

大
阪
府
和
泉
市
・
泉
大
津
市
・
岸
和
田
市
・
泉
北
榔
忠
咽
明
)
の
兵
主
神

社
(
岸
和
田
市
西
之
内
町
に
所
在
)
の
ほ
一
か
、
?
参
河
国
賀
茂
郡
(
今
の
愛

お

う

み

や

町

、

す

L
V

一
泊
ご

知
県
豊
田
市
の
一
部
と
み
よ
し
市
)
、
近
拡
咽
野
制
加
・
伊
香
郡
(
今
の
滋

賀
県
野
刑
判

F
Y評
ン
壱
保
持
の
ぷ
一
部
)
い
ず
明
波
国
味
吐
郡
(
幹
初
兵
庫
県
丹

波
市
)
、
但
馬
国
朝
来
郡
・
養
父
郡
・
出
石
郡
・
気
多
郡
・
城
崎
郡
(
今
の

兵
庫
県
朝
来
市
の
大
部
分
・
養
父
市
付
近
・
豊
岡
市
東
南
部
・
豊
岡
市
西

-b

な

ぼ

こ

の

南
部
・
豊
岡
市
北
割
問
、
ま
因
捕
咽
巨
濃
哨
か
(
今
の
鳥
取
県
岩
美
郡
岩
美
町
と

鳥
取
市
の
一
部
)
、
播
磨
園
飾
磨
郡
・
多
可
郡
(
今
の
兵
庫
県
姫
路
市
の
一

き

部
・
多
可
町
、
西
脇
市
付
近
)
、
壱
岐
嶋
壱
岐
郡
(
長
崎
県
壱
岐
市
の
一
部
)

に
あ
る
。

閣
の
兵
主
神
社
の
比
定
地
は
、
出
土
地
点
は
異
な
る
が
同
じ
神
祇
官
関

係
木
簡
で
あ
る
、
問
問
問

(
E
期
展
示
)
の
ほ
か
、
東
西
溝
S
D
四
一

O

O
か
ら
出
土
し
た
神
社
名
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
木
簡
知
参
考
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。
所
在
地
が
判
明
す
る
も
の
を
見
る
と
、
畿
内
に
限
ら
れ
て
お

り
、
そ
う
す
る
と
大
和
国
と
和
泉
固
に
絞
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
憎
の
水
主

社
の
よ
う
に
月
次
祭
や
新
嘗
祭
の
斑
幣
に
預
か
る
神
社
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
大
和
国
の
穴
師
坐
兵
主
神
社
の
み
で
、
閣
の
兵
主
神
社
の
最
有
力

候
補
で
あ
ろ
う
。

神
社
名
を
列
記
し
た
木
簡

【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

内
正
、
向
。
，

a
h
u
a前
日
・
-

一
九
六
六
年

平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六

m
、
最
大

探
性
ト

m
。
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
S
D
三
四
」
う
わ
に
治
哨
す
る
。
木
簡
は
、

式
部
省
の
勤
務
権
唱
に
関
わ
る
削
暦
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
(
七
一
七

i

七
二
九
)
か
ら
宝
亀
元
年
(
七
七

O
)
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間

の
も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北
溝
S
D
一
一
六
四

O
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら

れ
、
東
西
溝
S
D
四一

O
O
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀
元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
咋
仏
師
、
か
団
主
亀
年
間
(
七
七

0
1七
八
二
頃
に
北
側
に
移
転
し

て
き
た
と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
、
僅
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
約
一
万

三
千
点
(
う
ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
)
が
出
土
し
た
。

東
西
溝
S

D
四
一

O
O
(展
示
番
号
1
1問、

123 

136 

138 

157 

内
，
』
守
，
，

南
北
溝
S

D
一
一
六
四

O
(展
示
番
号
昭
、
問
、
筒
、
筒
、
円
)
一
九
八
四
年

平
城
宮
南
面
大
垣
東
端
か
ら
西
に
五

O
m
の
位
置
で
、
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
幅

一
一
了
五
円
深
さ
0
・
八

m
の
南
北
構
図
北
端
は
大
垣
内
側
の
東
西
溝
S
D
四一

O

O
に
接
続
し
、
南
面
大
垣
を
抜
け
た
あ
と
、
二
条
大
路
北
側
溝
S
あ心

ι二
五

O
に
合

流
す
る
。
溝
の
埋
土
の
上
に
大
垣
本
体
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
暗
渠
な
ど
の
痕
跡

は
な
い
。
木
簡
は
一
一
七
一
点
(
う
ち
削
屑
一

O
三
O
点
)
が
出
土
し
た
。
霊
亀
二

年
(
七
一
六
)
か
ら
神
亀
五
年
(
七
二
八
)
ま
で
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
を
含
み
、
神

亀
年
間
以
降
の
早
い
時
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
が
機
能
し
て
い

た
時
期
に
は
こ
の
部
分
の
南
面
大
垣
は
分
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
遷
都
か

ら
二

O
年
近
く
も
開
渠
の
ま
ま
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
宮
東
南
隅
部
分
で

の
改
作
の
際
に
、
バ
イ
パ
ス
的
な
排
水
溝
と
し
て
臨
時
に
開
削
し
た
も
の
か
。
な
お
、

隣
接
す
る
東
面
大
垣
に
お
い
て
も
、
大
垣
を
横
断
す
る
三
時
期
に
わ
た
る
開
渠
の
痕

跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
機
能
を
果
た
し
た
溝
と
み
ら
れ
る
。

倫
相

W

4

E

・
『
'
'
・
1
r

井
戸
S
E
一
四
六
九

O
(展
示
番
号
叩

i
m、
m
i筒
、
印

i
口
)
一
九
九
一
年

奈
良
時
代
後
半
の
神
祇
官
西
院
の
下
層
で
見
つ
か
っ
た
奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省

の
井
戸
。
井
戸
枠
な
ど
の
構
造
物
は
抜
き
取
ら
れ
て
残
ら
な
い
。
掘
方
の
当
初
の
規
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